
























Sustainable supply chain management (SSCM) of food industry









ニアム開発目標（MDGs）では、1990 年から 2015 年までに、飢餓に苦しむ人々の割合を半減させ
ることなどが目標とされた。しかし、2010－12 年では世界人口の 12.5％に当たる 8.70 億人が慢






























ている持続可能なサプライチェーンマネジメント（Sustainable supply chain management：SSCM）⑵
の現状と課題を明らかにし、今後の在り方を考察することである。
　本研究では、まず、食品企業の SSCM に関する既存文献を概観する。その後、世界の主要食






　Maloni and Brown（2006）は、食品企業のサプライチェーンにおける CSR の枠組みとして、8
つの分野（動物の福祉、バイオテクノロジー、コミュニティ、環境、フェアトレード、健康と安全、労働
と人権、調達）を挙げた。

















































トを 2006 年に開始し、1 年でこれを達成した（North, 2011）。
　コーヒーでは、最初に行動規範を作成したのはスターバックス社（Starbucks Company）である
（1995 年）。これは、フェアトレード認証品の購入を求めた NGO の批判に応えるためであった
表 1　持続可能な農産品の主要な認証制度







































































































































































　本研究では、Food Engineering（2012）による食品売上高世界トップ 100 社を対象として、各










　本研究の対象企業のうちパーム油を購入している 13 社のうち 8 社がほぼ 2015 年までに 100％
RSPO 認証品とすることにコミットしている。このため、RSPO は持続可能な農産品の認証制度
においては顕著な成功を収めているといえそうだ。
　しかし、RSPO は、メンバーの 312 団体のうち 206 がパーム油の栽培、加工、販売に携わって
いる企業であることから、企業寄りの団体と見なされており、その目的である熱帯雨林の破壊や






専門家が参加する独立した監視機構をもつべきこと、が指摘されている（Laurance et al., 2010）。
出所：各社のHP等から筆者作成
図 1　世界の主要食品企業 100 社のうちの農産品購入社数
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 16 号　2013
─　　─50
　また、同制度は、高い保全価値（High Conservation Value: HCV）のある森林を保全することを
目的としているが、この HCV の基準は生物多様性の保全のためには十分でなく、過剰な森林伐





　次に、コーヒー又はカカオを購入している下記の食品企業 15 社を対象として、その SSCM と
業績との関係を検討する。
  （対象企業：2011 年の売上高順）
   （1）ネスレ、（2）クラフト・フーズ（Kraft Foods）、（3）アーチャー・ダニエルズ・ミッド
ランド（Archer Daniels Midland Company）、（4）ユニリーバ、（5）マーズ（Mars）、（6）カ─
ギル（Cargill）、（7）ゼネラル・ミルズ（General Mills Inc.）、（8）明治（Meiji Holdings）、（9）フェ
レロ（Ferrero）、（10）サラ・リ （ーSara Lee Corporation）、（11）ザ・ハーシー・カンパニ （ーThe 





て 9 項目の評価指標を作成し、上記 15 社の取り組みを評価した（表 2）。













　次に、対象となる各社の SSCM への取組を表 2 の評価指標で定量化してみる。本研究では、
表 2 の 9 の評価指標を各 1 ポイントとし、それらを合計することで当該企業の全体の評価点を算
出した（最高 9 ポイント）。一般的に言って、企業の CSR の取組は、その企業規模と関係があるこ
とから、本研究では、各社の食品部門の売上高（Food Engineering（2012）による 2011 年の売上高（ド
ルベース））と SSCM の評価ポイントの相関関係を見た（図 2）。
　この評価の結果、食品企業の SSCM への取組と売上高の間に正の相関があることがわかった
（相関係数：0.550）。これは、売上高が大きい企業ほど、サプライチェーンにおける人権や環境問




　企業の売上高と SSCM への取り組みとの関係を表示した図 2 を見ると、対象企業は 3 つのグ
ループに分けることができる（図 3）。
　A グル─プは、売上高が大きくなるほど持続可能な SSCM への取り組みが進んでいる企業 6
社である（ネスレ、クラフトフーズ、アーチャー・ダニエルズ・ミッドランド、ユニリーバ、マーズ、カー
ギル）。

































　B グループは、売上高が比較的小さく、SSCM への取り組みが遅れている企業 3 社である（ゼ
ネラル・ミルズ、明治、ラルコープ）。このうち 2 社は、コーヒーやチョコレートのブランドを持っ
ていない。このため、消費者や NGO からの直接的な批判を受けにくいことが、SSCM への取り
組みを遅らせている要因であると考えられる。
　A グループと B グループを合わせて考えると、売上高（企業規模）が SSCM の取り組みの程度
を左右する重要な要因であるといえる。












　最後に、対象企業の SSCM への取組と売上高増加率の相関を見る。売上高増加率は、Food 











　食品企業の SSCM は、これら NGO からの批判を回避するために実施している面が強いと考え













企業 13 社中 8 社が 2015 年までに 100％ RSPO 認証品とすることにコミットしており、取組みは
進展している。しかし、生物多様性の保全の点からは取り組みが不十分である等の批判を受けて
いる。








　また、この 15 社の SSCM への取り組みと売上高との関係を調べたところ、正の相関があるこ
とがわかった。これは、売上高が大きい企業ほどサプライチェーンにおける人権や環境問題に対
して NGO から批判されるリスクが高いこと、スケールメリットによって SSCM に取り組む社内
資源の確保が容易であるためと考えられる。
　一方、SSCM への取組と売上高増加率の相関を見てみると、弱い負の相関があることがわかっ
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